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研究成果の概要（和文）：本研究では、逆境的でリスクのある生活をおくる子どもの「レジリエンス」を育てる
場のひとつとして「放課後児童クラブ」に注目し、研究者が実践者とが協働で、この場が子どもたちにとってど
のような影響をもちうるのか、質的方法による調査をおこなった。その結果、クラブの運営いかんでは、脆弱性
をもつ子どもであっても、主体的に活動に参加でき、効力感をもてることが明らかになった。その一方で、子ど
もたちの暴力などが関係の悪循環をうみ、いじめなど、排斥につながることもあった。子どものレジリエンスを
育てるためには、クラブの物的環境や、子どもの関係性を育てたり、葛藤を解決するための実践的知識の蓄積が
重要であると示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, qualitative research in collaboration with practitioners 
focuses on "after-school children's clubs" as one of the places to foster "resilience" in children 
who lead adversarial and risky lives. The results revealed that, depending on the management of the 
clubs, even vulnerable children could participate in the activities proactively. On the other hand, 
problems such as violence and bullying among children created a vicious cycle that sometimes led to 
the exclusion of vulnerable children. Therefore, to foster children's resilience, it is more 
important to accumulate practical knowledge about the club's physical environment, nurture children'
s relationships, and resolve conflicts rather than the vulnerable individuals' characteristics.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、個人的特性としてとらえられやすいレジリエンスを、周囲の人々との関係性のみならず、クラブを構
成する物的環境との関係性のなかで育っていくものとしてとらえる視点を提供し、それを実際の研究のなかで実
現した点において学術的な意義を有する。また、今日、子育て支援の必要性が高まっている現代の日本におい
て、子どもが学校外ですごす時間の大部分をしめるであろう放課後児童クラブの実践の質向上のため示唆をえる
という意味で社会的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究では、貧困や被虐待経験など、逆境的でリスクのある生活をおくる子どもの「レジリエ
ンス」を育てる場のひとつとしての「放課後児童クラブ」に注目し、 クラブおける子どもの生
活を質的な方法によって縦断的にとらえること、そして、研究者と現場指導員とのカンファレン
スを媒介とした協働をすすめな がら、当該クラブにおける実践の質を高めることを目的として
きた。  
  「放課後児童クラブ（＝学童保育：以下ではクラブと表記）」とは、保護者が労働等により 昼
間家庭にいない小学校１-３年に就学している児童や、 その他健全育成上指導を要する児 童（特
別支援学校の小学部の児童及び小学校４年生以上の児童）を対象として、授業終了後 （放課後）
の時間における適切な遊び・生活の場を与え、子どもの健全育成を支援していく ことを目的と
する制度である。 
 近年、政府が推進する女性の社会進出の動向ともあいまって、 こうした子育て支援制度にむ
けられる期待は高まっている。「クラブ」の待機児童数も増加 しており、これは放課後に子ども
の見守りができない家庭が増加していることを意味する。 子どもの立場にたてば、提供される
「場」の量的拡大だけでなく、その「質」 も重要である。池本 (2016)は、「クラブ」の拡充事
業の多くは、子どもを「預ける場所」を整備するという発想の域を出ておらず、子どもが、放課
後、ないし長期休暇中をどのように過ごすのがよいのか、子どもの成長・発達に相応しい環境と
なっているかといった問題が見過ごされていると指摘している。実際、多くの「クラブ」では、
定員の多さからくる環境の悪 化や、クラブの指導員の専門性の不足から、指導困難におちいり、
子どものだす問題行動に 疲弊した職員の早期離職や、体罰などの不適切指導の出現が問題にな
ることもある。 
 こうした「クラブ」の質をめぐる議論は、貧困や虐待など、逆境的でリスクに満ちた環境 に
いきる子どもにおいてとりわけ重大な結果をもたらす。例えば、子どもの貧困をめぐって は、
低学力の問題とならんで社会情動面での未発達が指摘されている。すなわち、貧困が、 友人関
係の希薄さにむすびつくとの指摘（阿部，2011）や、家族からの虐待被害のリスクを 増大させ
ること（例えば、 東京都福祉保健局, 2005）、 そうした虐待の結果として非行化の リスクの増
大（橋本,2004；全国社会福祉協議会 2009）が知られている。西島(2010は、放課 後の過ごし
方や 1 年間の過ごし方に「文化格差」が存在し、それが「親学歴」の影響を受け ていることを
明らかにしている。このような状況をふまえれば、（低学年では）学校にいる時間が約 1100 時
間であるのに対 して、（長期休業中もふくめて）「クラブ」での時間が約 1600 時間（全国学童
保育連絡協議会（編）, 2007）というように、 子どもに与える影響力が大きいことが予想され
る「クラ ブ」が、逆境的でリスクのある子どもたちの育ちに果たす責任は大きいことがわかる。  
 逆境的でリスクのある少年の生活の改善をめぐって、注目されるのは 「レジリエンス」 、 す
なわち 「困難あるいは脅威的な状況にもかかわらず、うまく適応する過程、能力、または結果 
(Masten, Best & Garmezy, 1990)という概念である。これはパーソナリティ特性など、個人的な
特性というよりも、子どもと周囲との相互作用プロセスのなかで育てられていくもの と考えら
れる（松嶋, 2016）。 この点でも、 従来から「学校」と「家庭」とを架橋する場と して、子ど
もの「居場所」的機能をもつことはもちろん、集団での遊びや生活をともにする ことによって、
他者にあわせたり、適度に自己主張したりといった「社会性」が育つ場とさ れてきた「クラブ」
は重要な役割をになうことができる。「クラブ」で提供されるべき活動 内容としても、 TVゲー
ムなど個で完結したものではなく、 ルールのある遊びや、 他者との 協働を前提とし、つなが
りがあり、発展的な遊びにむかうことが追求されてきた。こうした 遊びは、 OECD (2015)が、 
子どもの健康、 市民参加、 ウェルビーイングを増大させるうえ で重要な役割を果たすと指摘
する「社会情動的（非認知的）スキル」にもつながる。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題においては逆境的な環境での育ちをしている子ども のレジリエンスを育てる場の
ひとつとして「放課後児童クラブ」に注目し、研究者が実践関与的にかかわりながらフィールド
ワークおよび、クラブ指導員らへのインタビューを通して、(1) 子どもがクラブでどのようにす
ごしており、そのことが子どものレジリエンスを育てることにつながりえるのかを考察するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
   民営の学童保育所での参与観察をおこなった。来所人数はおおむね 30人程度であった。野外
での遊びや、工作などの経験を重視し、指導員は常時 4名程度であり、なかでも所長は、これま
でに児童養護施設での勤務経験もあり、愛着関係に困難をかかえた子どもとの関わり経験もあ
った。2018 年５月から 2021 年 3 月まで期間に月１回のペースで参与観察をおこなった。時間帯
としては職員の打ち合わせのはじまる 14 時から、ほとんどの子どもが帰宅する 18 時すぎまで
の 4時間強、滞在した。参与にあたっては、子どものお迎えから、宿題の見守り、おやつ、自由



遊び（外、屋内）にいたるまで、概ね他の指導員と同じように動いたが、決められた役割や責任
のない、自由な関わりが主となっていた。観察中は、適宜、指導員と意見交換したり、所長と観
察中の出来事について報告、意見交換をおこなうほか、臨床心理士としての専門的な立場からの
助言をおこなうこともあった。 
 
４．研究成果 
  クラブの指導員らへのインタビューでは、クラブでは正式に診断をうけているわけではない
が発達障害がうたがわれている子ども、あるいは両親の養育態度から愛着の問題がうたがわれ
る子どもといった、いわゆる「気になる子」がいると語られていた。こうした「気になる」子ど
もを中心としてフィールドワークをおこなっていった。研究成果としては、大きくわけて２つの
成果を得た。ひとつは、リスクのある子どもの主体的な遊びをひきだすためには、本人の特性へ
の理解のみならず、(1) 周囲の人々との関係性のなかで「問題」が生成・維持されているという
視点、および (2) クラブのもつ社会物質性への注目、すなわち、子どもがくらす放課後児童ク
ラブという場所がもっていて、普段はあまりにも自明なために省みられることの少ない制度や
物的環境が、本人のやってみたいという感覚＝主体性をひきだし、遊ぶことを可能にするという
側面への気づきである。 
 
(１)脆弱な子どもの問題を集団のなかでとらえること 
  放課後児童クラブのどのようなあり方が、リスクのある子どもの居場所となるのかを考える
際、なにがプラスの働きかけになるのかといったように「加点」項目を考えるのは難しい。その
一方で、なにがマイナスになるのかを考え、その機会を減らしていくことは相対的にみれば児童
にとって良い環境を整備することにつながると思われる。発達障害がある子どもへのクラブ内
での対人トラブルをなくすことはそのひとつと考えられる。従来から放課後児童クラブをめぐ
っては、発達障害などがある子どもは、トラブルメーカーとみなされやすく、結果的にクラブを
退所することも少なくなかった。実際、職員の困難感につながっているという研究も多い（例え
ば、保坂, 2017;宮里, 2015）。ここで「問題」は関係性のなかで生み出されるものであり、「障
碍」があることがその原因とは限らないという社会構築主義的な立場（例えば、Gergen, 1999）
にもとづけば、発達障害であることがなぜ「問題」とされるのかを逆に考えていくことが重要に
なる。クラブにおいて職員たちはどのようにこの子どもたちの「障碍」をどのようによみとり、
どのように意味づけて関わっているのかをクラブのフィールドワーク、インタビューなどから
検討した。 
 コミュニケーションに困難を抱える子どもたちは、衝動的な暴力が生じたり、スケジュールが
守れなかったり、規則に反する行動をとってしまうといったような規範からの逸脱が生じるこ
とがある。これらは度重なると子ども集団のなかでの排斥につながることがあり、そのことがさ
らにいじめや、当該児童の孤立感からの逸脱行動を誘発するという悪循環に陥ることもある。   
 例えば、ある時、2年生の児童 Cはクラブの子どもらが近所の川での川遊びをとおしてとって
きたメダカを私にみせてくれる。ただし、水槽のなかにはいっているメダカを網ですくいだそう
とするため、他の 1 年生児童らが 4-5 人集まってきて「（すくったりしては）あかんで」「死ぬ
で」と注意をしてきた。C は次第にイライラしはじめ、もはや我慢の限界とばかりに、突然、1
年生につかみかかろうとする。すばやくこれを指導員が止めに入ったところ、今度は周囲のもの
を手当たり次第に投げつけようとする。 
 ひとまずは 1年生に「ごめんね」と謝ることはできたものの、Cの気持ちはおさまらず、それ
をおさえるために図書室で Z先生に読み聞かせをしてもらいはじめる。ところが、読み聞かせが
はじまったばかりの時から、隣室の図書室にいた１年生が大声で絵本を音読したため、突然「も
う、うるさい」と爆発し、泣きながら、図書室でかざってあった本をぶちまけて投げるというこ
とをはじめた。Cを遠巻きにみていた１年生たちはその態度に驚いて逃げていく。 
 ここで C がおこしたトラブルは、ともすれば、発達障害的な特性として理解されがちである。
指導員も発達特性を念頭において衝動的な行動がおこらないように気をつけているものの、ト
ラブルになりそうになると集団からはなしたり、個人的にイライラを解消するためのセルフケ
アを教えたりといったような個別的な対応になりがちであった。 
 指導員が「障碍」であると認識することで、その特性に配慮して、クラブ内でのルールからの
逸脱に寛容であることが、行動の安定に役立っている面もあったが、その一方で、児童によって
は、クラブ内でのルールや規範からの逸脱が目立ち、それを職員が許すことが子ども集団内での
不公平感につながることもあった。また、子ども同士でのルールをめぐる会話のなかでの言い争
いが生じたり、そのことで余計に児童の衝動性や攻撃性がひきだされてケンカに発展すること
もあった。または、子ども集団のなかで遊びに入れてもらえないといった「問題」が生じ、その
ことが当該児童の孤立感をうみ、暴力行動を誘発するという悪循環に陥ることもあった。暴力な
どの問題が生じている状況では、職員は他の児童の安全をまもる観点から、A -C の行動を制限
せざるをえないことから、職員との関係悪化につながることもあった。また、子ども集団内でみ
られる本人の暴力への対処ができない場合には、この子どもにあるとされる「問題」が「障碍」
の特性とからめて、その原因として語られることも増えていった。つまり「障碍」をもつ人が実
践のなかで困難を生じるというよりも、実践のなかで困難な状況におちいってしまう場合に、そ
の原因の所在としてみられるのが「障碍」となっていたといえる。 



 
(2) 本人の主体性をささえるクラブの社会物質的な布置 
  クラブの外遊び中心の保育方針とあいまって、普段の生活の中では体験できないような遊具
の製作であったり、汚れや怪我をきにしないで熱中できる遊びが展開され、そのことが事前に
「気になる」とされた子ども像からは想像もつかないほどに、いきいきと集団での活動に参加し
ていく子どもが少なからずいることがわかった。 
 指導員のリーダーである所長の Zさんによれば、このクラブでは子どもの遊びには、ほとんど
制約は設けていないという。クラブ開設当時は、z先生も昔ながらの集団遊びをおこなう機会を
意図的に設けたり、学校からかえってきた子どもはまず集合してミーティングをもつといった
きまりをつくっていたという。Zさんはそれでも多くの子どもは楽しくすごしていると感じてい
たが、ある時、集団遊びが終わったのをうけて「zさん、もう遊んでもいい？」と聞いてきたと
いう。z先生にしてみれば、いままでだって遊びだと感じていただけに、子どもからのこの言葉
にはショックをうけ、結局、子どもにしてみればやらされているだけだったのかと感じたという。
それ以来、zさんは大人からあれこれやらせようとすることをやめていったという。 
  その代わりとして、Z先生がとりくんだのは、いろいろなモノをおいて、子どもが遊びたくな
る仕掛けをつくることだった。以下に示すのは、入所当時、「気になる」とされていた、ある子
ども（B）が中心となって展開した事例である。 
  
（事例）Bは、当初希望していた「大きなブランコ」の建設が失敗におわったあとにでた土で新
しい遊びをはじめた。ブランコを作るために堀りおこしてでた粘土を使い、ままごとをはじめた
のだ。Bはしばらくすると粘土を整形して皿を作り始めた。やがて Bは Yさんに「焼き物をつく
りたい」という。Yさんが、粘土でつくった作品をよく乾かしたうえで焼くと答えると、Bは作
業スペースいっぱいに粘土作品をならべて乾燥させた。この遊びは伝搬し、多くの子どもが作品
の制作にかかわった。Bは、その後、どうしたら焼けるのかを考え、火をおこす方法を Zさんに
尋ねた。Zさんは焼くことは無理だと思いつつも、火起こし装置を教え、Bらはそれで火起こし
を試みた。 
  
  この事例では Zさんが当初、積極的に与えようとした遊具は失敗に終わるが、そこから出た
「粘土質で造形にむいている土」が、B の興味をかきたてた。Y さん、Z さんは裏庭の土をもっ
てきてはいけない、危ないから穴をひろげてはいけないといった制止や、火を起こすのは危ない
といった価値判断から遊びを中止させることをせず、知っている野外活動の知識をおしえて見
守る姿勢をみせた。こうしたことがあいまって、Bの主体的な遊びを支えることになった。 
 ここであげた Bのような事例は、このクラブではしばしば見受けられる。子ども個人の能力で
はなく、人間関係に加えて、人、モノ、制度（ルール）がかかわって子どもの主体性が育まれる
ことがわかる。 
 
（３）本研究の課題  
 本研究期間には、研究者も、本人の特性のみによる理解ではなく、周囲の人間との関係性のな
かでとらえようとはしていたものの、トラブルが悪化するのを食い止めることができた事例は
少なかった。今回の実践のなかでは、クラブに所属する個々の子どもが遊びをとおしてまとまっ
たりすることは少なかった。今後は、クラブの子どもをつなぎ、人間関係を育てていくような実
践をおこなうための知識を蓄積する必要があるだろう。また、このクラブの実践を支えているル
ールや物的環境など、人間関係をとりまくさまざまなものの布置のなかでとらえなおすことも
不十分であった。ごく基本的なルール（例えば、「4 時以降にならないとクラブ室からでてはい
けない」といった）であっても、それらひとつひとつを自明視することなく、つねに実践のなか
でトラブルの発生・維持につながっていないかみなおす視点が必要だろう。 
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